
北海道における家畜管理技術の発展

第 1章 乳牛の管 理 技 術

曽根章夫
(新得畜試)

はじめに 装備がどのように推移し，管理技術がどう対応し

北海道の酪農は，昭和30年 (1655)以後の高 てきたのか。それi乙対し道内諸機関で実施した試

度経済成長を背景，<:，寒地の適作目として我が国 験・研究がどのように関わってきたのか。筆者の

農業の選択的拡大部門の lつに位置づけられ， 浅薄な経験と知識をもってしては十分な検索は到

専業化と規模拡大化の方向で振興が計られてきた。 底不可能であるが，本研究会発足の10年前に遡つ

したがって，管理方式も省力体制が強く指向され て本道酪農の動向を概観すると共に，乳牛管理技

るようになり，乙れに対応する施設・装備の機械 術の変選を探り，その目的に接近してみたい。

化，近代化が関心事となった。こうした中で，

道内各専門分野の技術者，指導者による研究討議 1 北海道酪農の位置づけ

の場として，昭和4昨 (1965)5月に北海道家 本道の農業粗生産額に占める酪農部門の割合の

畜管理研究会が発足し，以来20年を経過した。乙 推移を図11<:示した。昭和40年(1965)の13.4%

の間，本道酪農は如何に進展してきたか。施設ゃ から昭和田年(1984)年の29.35ぢまで着実に増
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図 1 粗生産額構成比の推移句ヒ海道)

注:1. 畜産関係統計資料 1)より作図
2. 図中()は畜産部門全体に対する酪農部門の割合(%)
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加し，畜産部門全体に占める割合も5696から6696

にまで拡大し，酪農が本道の中核的 l次産業部門

として位置づけられてきたことを明確に示してい

る。また，全国に占める本道酪農の比率も強まり，

昭和59年 C1984 )の、ンェアーは飼養頭数で38.3

96.牛乳生産量で34.7必i乙達する。

昭和29年(1954)に制定された酪農振興法は

昭和34年(1959 )に一部改正され，それに基く

酪農近代化基本計画(酪近計画)が策定された。

昭和39年(1964)の第 1次計画から，昭和53年

(1978)の第4次計画までの推移と実績を表 l

k示した。 1次計画から 2次計画までの年平均目

標伸び率は増頭・増産を基調i乙2桁以上を示した

ものの，目標達成率は各々23%に留まった。しか

し. 3次計画では計画年次当初から都府県で

実績が目標を大幅に上回り，過剰生産調整のため

の補正として 4次計画が昭和53年 (1978)に策

定された。本道は3次計画の目標達成率は2.1労

の過剰に留まったが. 4次計画では都府県の大幅

過剰に巻き乙まれ，年平均目標伸び率は 7.3%か

ら4必iζ抑えこまれた口

なお，昭和5咋 (1984) 3月に策定された北

海道酪農肉用牛近代化計画で示されている生乳生

産量の年平均目標伸び率は 4%であるが，全国iと

対するシェアーは37.3%で，本道酪農の位置づけ

は更に強まっているとみてよい。

表1 酪 農 近 代 化 計画の推移と実績
(単位:%)

計画・次 第 1次酪近 第 2次酪 近 第 3次酪近 第 4次 酪 近

計画期 間 昭 39~ 4 6年 昭 45 ~ 5 2年 昭 49~ 6 0年 昭 53~ 6 5年

実行期間 昭 39 ~ 4 5年 昭 45 ~ 4 9年 昭49 ~5 3年 昭 53~ (56)年

地 域 北海道 都府県 北海道 都府県 北海道 都府県 北海道 都府県

目標 1 7.2 11.8 11.3 6.7 7.3 2.7 4.0 1.7 
年平均伸率

実績 12.1 6.7 4.2 企 0.8 8.0 5.0 3.1 1.4 

目標達成率 企 23.5 .&24.5 .A 2 3.3 企 25.5 2.1 8.7 A2.8 .A 1.3 

注:萩間昇 (1983) :生乳生産調整の展開と酪農生産構造の動向 2)より引用

2 北海道酪農の動向。飼養戸数，頭数及び牛乳生産量の推移

本道の酪農は.比較的広大な土地面積を背景に，

我国の酪農主産地としての位置づけのもとで経

営規模の拡大と近代化が進展してきた。図 2，乙示

した戸数，頭数，牛乳生産量の昭和40年 (1965)

を基準にした指数推移でみると，戸数は10年後i乙

約 1/2 ~ 20年後の現在では約 1/31乙減少して

いるが，頭数は逆iと10年後i乙約 2倍， 20年後の現

在では約 2.5倍に増加し，牛乳生産量もそれ以上

の倍率で順調に増加しつづけた。しかしその箇邑

の中には，いわゆる「原料乳不足払い制度」が始

った昭和41年(1966)以後の急激な上昇と，昭

和47年(1972 )の飼料価格の国際的暴騰に続く

翌年(1973 )の，いわゆる「第 1次オイルショ

ック」等による停滞があった。以後，国の経済は

急速に安定成長i乙移行したが，本道酪農は飼料穀

物需給の不安定，生産資材の高騰から，経営規模

の外延的拡大iこ対する制約が強まり"内包的拡大

への転換の必要性が強調されるという極めて厳し

い情勢になった。

このような内包的拡大への転換は，搾乳牛1頭

当り乳量の向上に顕著に現れ，牛乳生産量を急速

に再上昇させた。昭和51年(1976)以降は全国

的に牛乳生産量の伸びが消費の増加を上回って過

剰生産傾向を強め，乳製品の輸入外圧とも相倹っ

て，昭和54年(1979)から生乳の計画生産を全

国規模で実施せざるを得なくなりP その現象が昭
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図2 戸数、頭数、牛乳生産量指数の推移(北海道)

注:北海道農畜産物生産費調査 3)及び畜産関係統計資料 1)より作図

和56年(1981 )の牛乳生産量の停滞，その後の

頭数増加率の停滞に現れている。

2) 飼養規模の推移

恒常的な戸数減少と頭数増加に伴って，本道の

酪農は規模拡大の方向へ急速に展開した。表 2，乙

上の規模i乙達した年代順もほぼ同様の傾向を示し，

それに達するまでの年数は根室，留萌の 8年が最

も短く，次いで十勝，宗谷の 9年である。現在に

おいても道南の桧山，渡島は30頭規模に達してい

ないが，根郵11，道北では50頭を突破し，特に根室

示した 1戸当り飼養頭数の推移をみると，昭和36 では70頭に達しようとしているロ乙れら 4支庁と

年(1961 )の 3.7頭は5年後に約 2倍の 7.7頭， 40頭台規模の十勝，網走，胆振の各地域は，根釧

更に10年後はその 3倍以上の24.7頭，そして現在 を代表とする草地型酪農，十勝を代表とする畑地

はその約 2倍の46.4頭に達している。乙のような

規模拡大化の速度は経年的に地域差が明確になり，

主産地形成の傾向が強まって行った。すなわち，

10頭以上の規模に達した年代は，根甜|し道北が昭

和40年代当初であり，道南，日高，空知，上川が

同年代後半，他はその中間であった。更に30頭以

型酪農i乙分けられるが，本道の乳牛頭数の80%以

上を占める酪農主産地帯を形成している。

ヨル 4)3) パイロットファームと新酪農村建成

本道酪農の中枢地帯となった根釧地域が本格的

な大型酪農の緒についたのは，昭和31年 Q956)

から昭和51年(1976)に根釧機械墾事業として，
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表2 支庁別1戸当り乳牛飼養頭数の推移

年 度 石狩空 知上川後志桧山渡島日高胆振十勝網走宗谷留萌釧路根室 頭数全随窒道:~調平博昨均率
1961 (昭36) 4.1 2.0 2.6 2.8 2.6 3.5 32 3.7 3.8 3.7 42 3.3 4.7 7B 3.7 54婦 43'弼

1 962 (" 3 7) 4.9 2.9 32 3.5 3.1 4.0 3.6 43 4.6 4β 5.5 4.7 5.5 6B 4.5 55 44 

1963 (/l 3 8) 6.0 32 3.9 3.9 3.4 45 4.0 5.1 5.3 5.7 6.7 7.3 65 82 5.3 55 45 

1964 (" 3 9) 7.1 3B 4.7 4.7 3.7 5.0 4.4 5B 6.1 6.4 8.0 82 8.2 10.7 6.3 56 44 

1965 (11 4 0) 7.6 42 53 5.0 3B 5.1 4.8 6.0 6B 7.3 9.0 8.9 8.6 11.5 6.9 55 44 

1966 (1141) 7B 45 55 5.3 4.4 5.3 5.6 7.0 7.3 8.1 9.9 9.6 10.3 133 7.7 56 47 

1967 (" 4 2) 8.8 5.6 6.3 6.4 5.3 6.2 6.5 8.1 8.4 8.8 10.9 10.8 12.2 15.5 8.9 59 46 

1968 (11 4 3) 9.7 65 7.2 7.5 62 . 7.6 6.6 9.9 9.4 1 0.5 13.2 11.8 14.2 19.5 10.4 56 46 

1969 (" 4 4) 

1970 (11 4 5) 11.6 6.9 8.6 83 7.4 85 72 11.3 11.7 12.5 17.6 14.4 17.4 21.8 12.5 57 46 

1 97 1 (1/ 4 6) 13.5 8.6 9.9 8.3 7β8.5 8.3 11.3 13.9 1 3.4 1 9B 18.3 20.0 25.3 14.3 57 45 

1972 (11 47) 15.0 10.8 11.6 92 7.4 10.0 8B 13.2 15.7 14.7 21.2 22.0 22.5 30.6 16.2 57 45 

1973 (." 4 8) 15B 11.2 13D 10.1 8.9 10.8 10.3 14.3 17.0 16.0 23.9 23.9 23.7 32.6 17.7 55 43 

1974 (" 49) 19B 15.6 152 12.1 10.0 11.510.815.7 18.917825.8 27.924B 35.2 19.9 57 44 

1975 (1150) 21.4 17.7 16β13.7 11.9 13.3 112 18.7 21.4 20.0 282 32.0 27.7 40.1 22.4 56 43 

1976 (" 5 1) 23.219.9 17.7 17.2 12.5 13.9 12.220.0 24.021.331.3 34.030.7 44.2 24.7 56 43 

1977 (11 52) 252 22.1 19.7 21.1 15.5 16B 15.0 23β26β23.7 34.3 36.7 33.7 47J 27B 55 43 

1 978 (11 5 3) 27.1 24.1 21.3 22.9 15.6 17.0 16.7 24.9 29.2 27.0 37.4 39.6 352 51.9 30.4 54 43 

1979 (11 5 4) 28.6 25.3 22.9 23.3 16.7 18.1 19.6 27B 31.9 29.3 40.6 42.1 372 55.4 32.8 54 43 

1980 (11 5 5) 29.8 27.5 24.9 23.8 17.4 18.6 24.1 28.5 34.6 31.4 44.0 43β40.0 56.9 35.1 54 43 

1981 (11 5 6) 315 29.6 26.9 25.6 20.2 21.3 24.3 30.4 37.8 34.4 45.9 472 42B 60.9 382 54 43 

1982 (11 5 7) 32J 30J 28B .27.4 20.3 23.1 24.6.31.7 40.535.3 47.6 48.642.6 61B 40.2 54 43 

1983 (11 5 8) 316 317 30J 30.2 20.7 25β26.l 34.0 43.3 36.8 49.4 50.9 50β632 42.5 55 44 

1984 (11 5 9) 35.l 365 32~ 30B 20.6 25.2 28.3 36.4 45.7 38B 50.4 53.0 52.4 65.2 44.4 54 45 

1985 (11 6 0) 35.3 37.9 33.9 33.0 22.2 26.4 30.0 40B 472 40.6 52.6 54.3 53.9 68.0 46.4 54 4'3 

注:畜産関係統計資料1)より作表，

専業草地酪農経営用地の確立を目指して実施され

たパイロ‘ソトファーム建設以後である。

期北海道総合開発計画の目玉として，パイロット

ファームの行きづまりを打開するための，いわゆ

る「新酪事業」が昭和48年(1973)に策定され，

国営事業として着工された。翌年乙1974)には

農用地開発公団に引継がれ，昭和58年(1983) 

までの11年間で事業は完了した。計画による完成

時の戸別酪農経営規模は一戸当り草地50ha，経

産牛50頭，育成牛18頭，施設・装備はフリースト

ーノレタイフ，スタンチョンタイフ。，ノマイフ。ライン

ミノレカー， ミノレキンク、ノマーラー， ノカレククーラ，

この事業は，その後の本道酪農の進展に大きな

役割りを果したが，経営耕地14凶前後という規

模では昭和30年代後半から急速に進展した規模拡

大による生産性向上への対応が困難となり，パイ

ロットファーム自体も経営構造が悪化して入植者

の約60%が離農した口離農跡地は残存農家の規模

拡大用地として配分されたが，飛地利用の拡大に

よって営農効率の低下，用水不足，畜舎不備など

が深刻化し，地域全体が大きな転換期に直面して

しif;こo

昭和40年代に入り，関道百年と乙れに次ぐ第3

気密サイロ，スラリーストア一等が導入された。

対象農家戸数448戸(うち，新規移転入植94戸，

交換分合による施設移転31戸，現留地施設整備97
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補給金等暫定措置法，いわゆる「原料乳不足払制

度」であり，本道の酪農にとって原料乳価の安定

は酪農家の生産意欲を高め，直接・間接的に本道

の牛乳生産量の増加に影響を与えた。昭和52年

( 1977)以後は，図 3に示したとおり乳価は 5

t 年間据置かれ，その後も基準価格の上昇に比べて

保証価格は微増に留められたが，生乳・乳製品の

需給バランスに構造的な変化が生じ生産過剰が問

題となった。その対策として前述の生乳計画生産

が昭和54年(1979 )から自主的に実施された。

以後の計画生産の推移と実績を表 3に示した白

戸)，農用地造成 15，153 ha ，道路374km，農業

用水の受益 69，000ha，交換分合 28，800ha等に

投入された総事業費は，共同利用施設，機械を含

め935億円の巨額に達した。

乙れら諸費用の農家負債は平均 5.300万円であ

り，昭和59年度から20年間の償還に入ったが，完

済までの厳しい道程が残されているロいずれにし

ても，乙の事業は本道酪農の将来の帰趨をになう

ものとして，今後の展開が内外から大きな注目を

l 各年度Cとに都道府県別に計画量が割当てられ，

計画量の地域配分にあたっては，生産量の拡大を

集めているロ

牛乳の不足払制度と計画生産

本道酪農の発展iと重要な転機となったのは，昭

和41年(1966)に施行された加工原料乳生産者

4) 
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図3 乳価の推移(北海道)

注:畜産関係統計資料1)より作図
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表 3 生乳計画生産の推移と実績
(単位:千トン， %) 

1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 
(昭54 ) (昭55 ) (昭56 ) (U自57) (昭58) (昭59) (昭60)

計画量 (A) 1，9 7 1 2，070 2，1 00 2，149 2，25 6 2.342 2，467 

計画 対前年比. 105.0 1 0 1. 5 1 02.3 1 05.0 1 03.8 1 05.3 

対全国比 30.9 32.1 3 1.8 34.4 34.4 36.2 35.7 
北海道

実績量( B ) 2，1 89 2，000 2，034 2，07 1 2，308 2，398 

実績 差号I(B~A) 29 ... 36 企 29 40 5 2 56 

達成率 (B/A) 1 0 1. 5 98.3 98.5 1 0 1. 9 1 02.3 1 02.4 

計 画量 (A) 4，40 1 4，385 4.4 1 7 4，1 06 4，296 4，401 4，450 
計画

対前年比 99.6 10 0.7 93.0 1 0 4.6 1 02.4 1 0 1.1 

都府県 実績量( B ) 4，464 4;464 4.54 2 4.1 40 4，289 4.330 

実績 差ヲI(B-A) 63 7 9 1 25 34 A 7 企 71 

達成率 (B/A) 1 0 1. 4 1 0 1. 8 1 02.8 1 0 0.8 99.8 98.4 

注:北海道酪農の現状と課題5)より作表

めざす原料乳地帯の本道と，乳価の維持をめざす

市乳地帯の都府県との間iζ対立が生じ，いわゆる

「南北戦争」の発端ともなった。

結果的には，本道の割当量は全国計画量i乙対し

て，昭和54年(1979)の31%から昭和60年

( 1986)の36%まで拡大し，計画量の年伸び率

でも各年度とも都府県をかなり上回っているが，

乳牛頭数の約4割を占め，加工原料乳の 8割以上

を供給し，どちらかといえば価格より量を期待す

る本道にとっては，なお不満が残ると乙ろであっ

fこ口

計画量i乙対する本道の実績は昭和55年 (1980~ 

56年(1981 )に若干下回ったが，その後，圏内

産乳製品市場が急i乙不足基調i乙転換し，加工原料

乳市場がひとまず、小康状態を保つようになった乙

ともあり，昭和57年(1982)以後は計画量を l

~2%上回る実績を示している。しかし，現在は

再び過剰基調となり計画生産は恒常化の機運を強

めている。

5) 酪農経営における問題

地域によっては既にEC諸国を越える水準に達

しているといわれる本道酪農は，急速な規模拡大

化，近代化i乙対応するための過剰投資による負債

の増大が内包する大きな経営問題となってい

る。乙うした事態は，特に本道のような大規模酪

農では，生産性向上のため施設化，機械化が要請

され，借入金による対応が償却費，利子負担の増

大となって収益性を低下させ，借入金返済のため

の資金繰りが更に負債を累績させるという悪循環

に基因すると乙ろが大きいと思われる。

昭和56年(1981 )に道が公表した酪農経営実

態調査報告の中で，経営階層別の経営実態を表4

のとおり示している。経営見通しのできるA'B

階層が約80~ぢを占めているが，借入金残高は経産

牛 l頭当り55万円， 93万円であるO 当時の負債限

界は全道平均で約85万円という試算(北海道農業

における設備投資と資金調達に関する調査;農林

漁業金融公庫，昭和54年度委託調査報告書)があ

るが， B階層においてすら乙の限界を越えている

4え態である。農業所得に占る年償還金の割合はA

'B階層では余裕がみられるが，酪農家戸数の 3

割を占める C'D階層は所得の1.2倍， 2.6倍の

償還金を抱え，経営見通しが全くたたない状況を

示している。

昭和54年(1979)に本道酪農を見聞した米国

の学者や技術者が，一様に 120年遅れている北海

道酪農」と指摘した。その中で 1人は「機械的施

設は米国酪農の水準に近づ、いているが， 50頭規模

nu 



表4 経営階層別経営実態〈昭56，北海道〉

階層|戸数割合 1戸当り収支
借入金残高

得
所得・償還金

l戸当り |健牛l頭当り
所

上ヒ キ，.+ーZー

A 44% 172万円 1，449万円| 5 5. 7万円 608万円 28 % 

B 2 5 企 154 2，615 9 3.4 550 7 4 

C 1 8 企 362 3，466 1 2 3..8 394 116 

D 1 3 企 530 3，080 128.3 151 259 

注:1. 酪農経営実態調査の概要6)より作表

2. 階層区分

A:経済余剰で借入元金の支払可能

B:経済余剰で借入元金の l部支払可能

c:経済余剰は(一)で借入利息金の 1部支払可能

D:借入元金，利息も支払不能で家計費も償えない

程度までの経営では過剰投資の傾向がみられ，

酪農としての適正な利益を生む乙とは困難だ。機

械・設備も将来の変化への柔軟な適応性について

の配慮iζ欠けている」と酷評され，道内でも酪農

技術全般に亘って論議が沸騰した。以来，米国酪

農事情の視察，調査が相次ぎ，見聞記や報告書が

各誌上を賑わせた。

乙のように，本道酪農の将来は投資を極力抑え

ながら，如何にして生産性を高め得るかにかかっ

てし唱。本道の環寛条件や経営基盤l乙適合した技

術の開発・改善， とりわけ，直接施設や機械設備

に結びつく管理技術の対応が重要な帰趨を握って

いるものと考えられる。

3 施設及び管理技術の変遷

1 ) 管理労働時間

経営内における管理技術の動向を数量的に示す

ことは困難であるが，飼育管理に要した時間から

その内容を探ってみる。図4は1頭当り年間管理

作業時間の作業別構成を 1戸当り飼養頭数と対比

させながら，昭和30年(1955)から現在までの

約30年間の推移を示したもので、ある。

1戸当り頭数が大きくなればl頭当り時間が小

さくなる乙とは当然である杭限られた労働力で、

規模拡大に対応するには牛舎施設はもちろんの乙

と，管理作業の機械化，管理技術の合理化などに

よる省力化が前提となる。

昭和30年代前半は高度経済成長を背景に酪農家

戸数が急増した時代で零細農家が多く，管理作業

も手作業で間に合い，管理時間も 500時間を越え，

搾乳に35%，給飼に25%，糞尿処理に 10~ぢを要し

ていた。昭和30年代後半から酪農家戸数は急速に

減少に転じたが，残存農家は離農跡地を吸収しな

がら徐々に多頭化に進み管理時間は400時間以

下に減少した。作業構成にも変化が生じ始め，給

飼やその他飼育管理の減少が目立つたが，搾乳，

糞尿処理には大きな変化がなく構成率で各々40%，

20%1乙増加した。当時のミルカー普及率は約22~ぢ

で，多くの農家は末だ手搾りが主体であった。昭

和40年代は酪農家戸数の減少が進むと共に多頭化

の速度が早まった。管理時間もそれに伴って急速

に減少し，昭和45年(1970) 1ζは237時間，昭

和50年(1975)には175時聞になった。作業で

は給飼の減少が最も大きく，昭和50年(1975) 

の構成率でも21%1L:減少した、め搾乳が50%を占

めるようになった。昭和5昨代は酪農の専業化が

4
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強まると共i乙飼養規模も直線的に大きくなeった対

管理時間の減少度合いは，施設の近代化，管理作

業の機械化が行き渡ったため，昭和40年代より緩

やかになった。作業構成率も搾乳が52~ぢ iζや、増

加した以外は，給飼22%，糞尿処理12%，その他

飼育管理14%とほぼ安定した状態で推移し現在に

至っている。

2) 牛舎施設

牛舎様式，構造等の変遷を示す統計資料はほと

んど見当らないが，農業基本調査 7(r.よれば，本

道の耐寒牛舎(ブロック， レンガ，コンクリート)

と非耐寒牛舎(木造)の割合は，昭和30年(1955)

11.2%， 88;8 %，昭和37年(1 96 2) 182 %， 

81B%，昭和40年(1 9 65) 25.5 % 74.5 %で，
火山灰ブロックを主体にした耐寒構造の牛舎が徐

々に増加していた。しかし，大半は木造牛舎で，

昭和30年代後半からはそれまでの転用牛舎では

頭数の増加に対応できなくなり，構造改善事業な

どの影響もあって，専用牛舎としての新改築が活

発になった。様式，構造は単列式または対尻式ス

トールパーンが多く，搾乳は手搾り，ボロ出しは

一輪車が主体であった。その頃から，共同による

大規模経営にはルースハウジングパーンが導入さ

れ始めた。当初はフリーパーンであったが昭和35
~ 8) 年(1960)末iとは全国で50か所を数え九 。本

道においては，昭和36年 (1961)1と千歳市駒里

回 9)
酪農生産農場，雄武町酪農機械化実験農お ，昭

十人 10)
和37年 (1962)に士幌町新団地区共同宙百

9) 
昭和38年(1963 )に北海道農試 ，昭和40年

出 9)ー( 1965) 1乙帯広畜産大寸寺にフリーパーンが

建てられた。しかし，フリーパーンは多量の敷料

を要し，牛体も汚染するなどの問題が多く，その

後はフリーストーノレバーンに移行した。前述した

雄武町のフリーバーンは昭和39年(1964 )に休

息舎を木造のフリーストーノレに改増したが，道内

ではもちろん，圏内でも最初のフリーストール方

式の採用であった。昭和4咋(1965)に新得畜

試が新設としては国内で最初の搾乳牛用フリース

トーjレノてーンを建設した11Jその後，道内各地の

大規模経営に採用されるようになったが，当初は

各施設が別棟に分離したタイフ。で，多雪地帯では

除雪など冬期の管理作業への支障が問題となり，

昭和40年代後半には各施設を 1棟に納めるワンル

ーフタイプに移行し，それに伴って糞尿処理もス

ラリー(固液混合処理)方式の採用が多くなっfこ。

本道は都府県よりフリーストール方式の導入は早

かったが，これまでに100例程度しか普及してい

9) UTI+ML"A'/.r (1"'7"'¥ ，......~1+1-k1 2) 日昭和54年(1979)の調査によると，

道内490戸の抽出農家のう1ちフリーストーノレバー

ンは 4%1乙過ぎ‘なかった。

このように，本道の乳牛舎は現在i乙至るまでも

ストーノレバーンが主体であるが，パイプラインミ

ルカー，パーンクリーナーが定着し始めた昭平日50

年(1975)以後，ストールパーンは給飼の機械

化にも対応し易い対頭式を採用する事例が多くな

った。昭和37年(1962)から 5年聞に建設され

たストーノレバーンの12%が対頭式であったのに対

し，昭和47年(1972)からの 5年間では31%に
12 ) 

増加している

3) 搾乳施設.機械

ミルカーは，本道において昭和30年(1955) 

の4台を起点に昭和37年(1962)まで2，959台

，-"13) 
が導入され九 。しかし，昭和26年 (1951)に

ム 11)は既i乙道立種畜場で使用を閲丸している 。一方，

国内においては昭和35年(1960 )後半から普及

し始め，翌年 (1961)には約 4，000台，普及率

~ 14) は36%で所有者の96必が1台であった

表 5IL.，昭和40年(1965)以後の本道におけ

るパケットミノレカー，パイプラインミルカー普及

状況を示した。パケットミノレカーの普及率は，個

人所有で昭和50年 (1975)の68必をピークに徐

々に低下して現在は48%であるが，昭和48年

円。



表5 搾乳機械及び搾乳施設の推移〈北海道〉

個 人 所 有 共 同 所 有

年 度 ノfケットミ Jレカー ノf イプライン パケミルッカトー ノfイフ。ライン

戸数 台数 普及率 bZ義戸数 基数 ユニ数ット 普及率よど溜 戸数 台数 戸数 基数 同yト

10，7戸27 11.84i口3 h 22 96 1.1 」EA3 戸 基 iEA I % A口h P iEA 1 戸 基 4仁~、
1965 (昭40)

1970(1145) 20五9228.256 52 1.4 59 39 

1973(1148) 20.146 32，022 63 1fi 798 2.285 2 2.9 20 23 12 24 

1974(1149) 19，541 33.515 67 11 1.088 3，797 4 3.5 21 16 2 6 

1975(1150) 18，649 33，448 68 1B 1β22 2.161 7 

1976(1151) 16，931 30，792 67 1β 2.455 8.876 3β 22 22 2 6 

1977(1152) 14，996 27，637 63 1B 3.283 4ρ04 14 5 6 11 5 

1978("53) 13.541 25，443 59 1.9 4，348 4.711 19 3 2 17 8 

1979("54) 11，968 22，582 54 1.9 5:4 94 5，579 23，951 25 4.4 14 18 14 7 43 

1980("55) 

1981(1156) 10.159 18.978 50 1.9 7.217 7，314 31，738 36 4.4 4 3 4 2 11 

1982("57) 9β55 18.003 50 1.9 7.553 7.642 33.330 39 4.4 2 2 6 3 15 

1983("58) 9.043 17.107 49 19 7，763 7β78 34.535 42 4.5 7 5 4 2 12 

1984(1159) 6.621 16.146 4ーー8ー一一 L ーーーー1ーー9ーー 7，976 18.050 136，068 45 4.5 5 3 
L....____L一一一一一一ー

注: 1. 北海道農業基本調査報告書7)κより作表

2. 普及率は全道酪農家戸数i乙対する戸数の割合

(1973 )頃より多頭化の進展に伴って導入され 示す統計資料は極めて少ないが，図 5に示した十

たパイプラインミノレカーに移行したためであり，

ミルカー全体の普及率は現在93~ぢになる。

また，本道の酪農中心地帯で、ある十勝管内の普

及状況を表 6I乙示した。パケットミルカーの普及

率がピークに達する昭和51年(1976)までは，

全道平均よりかなり高い普及率を示し，ノマイプラ

インミノレカーに転換する時期も早く，現在ではパ

イプラインミルカーが主体となっている。ミルキ

ンク、、パーラーも昭和46年 (1971)頃から導入さ

れ始め，更に昭和48年 (1973)頃からは回転式

ノマーラーもみられるようになったが，十勝はスト

ーノレバーンが主体であり，現在約60戸だけがミル

キングパーラーを採り入れている。パイプライン

ミルカーの普及と同時にバルククーラーの導入が

進み，搾乳衛生，乳質改善が徹底するようになっ

7こD

4) 給飼及び糞尿処理施設.機械

牛舎施設と同様に，乙れら施設，機械の推移を

勝管内の資料によれば，サイロが先行普及してか

ら他の施設が整備されたことがわかる。サイロは

本道において，昭和10年(1935)まで既に1，542
16) 

基の建設がみられ ，昭和32年(1957)には

26，550基となり塔型が58%， トレンチが41%で
17) 

あった 。昭和40年(1965)にサイロ普及率は

70%IC達してから顕著な上昇はみられないが， 1 

戸当り基数が増加し，昭和50年代には平均1.7基

となり 1戸 2基の時代になった。これは頭数規模

の拡大i乙伴い，既設サイロのほかにスティーノレ，

FRPなど新素材のサイロが導入され始めた乙と

によるものである。また， ビ、ニーノレノてキュームサ

イロ，パックサイロが使用され始めたのも乙の頃

18) 
である

本道で最初に導入したスティールサイロは昭和

世 16)40年 (1965)の胃広畜産大学で=ある。。一方，

同年に農林省畜産試験場にハーベス hアサイロが

19L 
始めて導入 されて以来，気密サイロへの関心が

急速に高まり，本道においては昭和47年(1972 ) 

-14 -



表6 十勝支庁管内におりる搾乳機械及び搾乳施設の推移

酪戸農家数
ミ ノレカ ー ノf イプライン ミノレキング・パーラー ノ-( Jレク・クーラー

指持定乳1牛戸頭当数り年 度
戸数台数普及率伝説 戸数基数普及率据量 戸数 基数普及率 b互選 戸数基数普及率りl戸基説数

9.86戸6 96戸5 974ロf 9.8 ヨ6 1.8 口A 
戸 基 % 基戸 基 A〆zノ， 基 戸 基 % 基 頭

1962 (昭37) 2.0 

1963("38) 9，326 1.486 1，506 15.9 1.0 2.4 

1964("39) 9.716 1，975 2β13 20.3 1.0 2.7 

1965("40} 9.188 2.807 2.883 30.6 1.0 3.0 

1966("4i) 8.974 3，138 3.280 35.1 l.l 3.4 

1967("42) 8.676 4.083 4.338 47.1 l.l 3.9 

1968("43) 9398 5ユ39 5.580 54.6 l.l 4.3 

1969("44) 9.172 5.547 6.319 605 1.1 

1970("45) 9.124 6，012 7.366 65.9 1.2 5A 

1971("46) 8.436 6.375 7.834 75.6 12 66 67 0.8 1.0 5 5 。ュ 1.0 99 99 12 1.0 6.3 

1972("47) 7.852 5β33 7.429 74.3 1.3 102 104 1.3 1.01 12 12 0.2 1.0 202 202 2.6 1.0 7.1 

1973("48) 7.490 5.336 7.044 71.2 1.3 130 130 1".7 1.0 1 14 14 0.2 1.0 264 264 3.5 1.0 7.3 

1974("49) 6.760 5.146 7，186 76.1 1.4 341 342 5.0 1.01 28 28 一0.4 1.0 837 838 12.4 1.0 8.3 

1975("50} 6，360 4.747 7，550 74.6 1.6 531 532 8.4 1.0.1 32 32 05 1.0 1.445 1.447 22.7 1.0 92 

1976("51) 5，805 4.627 -1 79.7 - 1 710 711 12.2 1.01 40 40 0.7 1.0 2.346 2.349 40.4 1.0 10.3 

1977("52) 5.470 4.134 -1 75.6 957 957 17.5 1.01 40 41 0.7 1.0 2.954 3.006 54.0 1.0 11.4 

1978("53) 5.260 3.781 -1 71.9 - 1 1.232 1，353 23.4 1.01 44 44 0.8 1.0 3.431 3.486 65.2 1.0 12.6 

1979("54) 5，150 3.086 -1 59.9 - 1 1.587 1.583 30.8 1.01 50 50 1.0 1.0 3，584 3.659 69.8 1.0 13.7 

1980("55) 4.950 2.685 -1 54.2 - 1 1.778 1.781 35.9 1.0 511 51 1.0 1.0 3，534 3.649 71.4 1.0 14.9 

1981("56) 4.700 2.365 -1 50.3 - 1 1.823 1.826 38.8 1.01 47 47 1.0 1.0 3.393 3.457 72.2 1.0 16.3 

1982("57) 4.450 26.4 - 11β98 1，901 42.7 1.01 50 50 1.1 1.0 3269 3，368 73.4 1.0 17.4 

1983("58) 4，150 1，930 1，933 46.5 1.01 61 61 15 1.0 3.154 3，310 76.0 l.l 19.0 

1984("59) 3，960 1.966 1，965 49.7 1.01 54 58 1.4 1.0 3，062 3.229 77.3 1.1 20.6 

注1. 酪農家戸数は畜産関係統計資料 1)より引用

2. 戸数，台数.基数は.十勝畜産統計15)より引用

3. 普及率は，管内酪農家戸数IZ:対する各所有農家戸数の割合

4. 推定 1戸当り搾乳頭数は，表 2の (1戸当り飼養頭数X全道平均搾乳牛率)により算出

には国産品を含めて全国の38%を占める43基19)，

昭和52年(1975)には全国の32%を占める 290

基20)が設置されている。 290基の内訳はスティ

ーノレ67Slづ.FRP22Slづ，コンクリート11%である口昭

和54年(1979)の調査による推定では，本道のサ

イロ設置数は約 5万基で， 200 m3以上が52%を占

~21) 
め，気密サイロの割合は 7.4%であっ九

昭和56年 (1981)以後の十勝管内におけるサ

イロの種類別設置状況を表7!r.示した。サイロ基

数は酪農家戸数の減少もあって年々減少している

が，気密サイロはスティー)l/~ F R Pを合せて 8

%程度でブ‘ロックが69~ぢと圧倒的に多い。

サイロの大型化，気密化が進むに伴い，その附

属機械としてアンローダが不可欠となり，前掲図

5 I乙示した統計では現在の普及率は40~ぢで引き続

き上昇を示している。

本道においては歴史的に塔型サイロが主流であ

り，パンカーサイロやトレンチサイロが少ない。

ストーノレバーン主体の牛舎様式，サイレージの凍

結及び2次発酵等との関連によるものと考えられ

るが，昭和54fF( 1979)の冬期に塔型サイロで

2次発酵が大量発生し，サイロ型式及び大型サイ

ロによるサイレージ調製に対する技術的問題が生

じた。更に周年9月から10月にかけて十勝，網走

管内でFRPサイロ 5基の倒壊が相次ぎ，酪農家

を始め関係者に大きな衝撃を与えた。道は直ちに

FRPサイロ検討委員会を設け，事故原因の究明

と安全対策等の調査検討を行い，直接の原因とし

てパネル接合部の強度不足を明らかにし，既存サ

イロの補強工事を含めた対策と指導を行った。

その後，乙の種の事故は発生していないが，問

題となっている過剰投資の面からも，パンカーサ
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図5 寸勝支庁管内におけるサイロ及び糞尿処理施設の推移

注:1. 十勝畜産統計15)より作図

2，普及率は、管内酪農家戸数に対する所有農家戸数の割合
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表7 最近の十勝管内におけるサイロの種類別設置状況

サ イ ロ の 種 類
年 度 ~ 言十

ブロック モナリスク スァィーフ F R P スチール その他

1981 (昭56) 3.55長:6 8.5~ 903基(17.4%) 8長1.7~ 161基(3.0% 26兵5.1子 21兵4 r 5.190基 (100)必

1982 (昭57) 3，4 5 0 (68.3) 777 (15.4) 95 ( 1.8) 177 ( 3.5) 273 ( 5.4) 276 ( 5.5) 5β48 (100) 

1983 (昭58) 3.416 (69.0) 798 (16.1) 101 ( 2.0) 154、(3.1) 257 ( 5.2) 222 ( 4.5) 4.948 (100) 

1984 (昭59) 3.366 (68.9) 736 (15.1) 110 ( 2.3) 151 ( 3.1) 257 ( 5.3) 265 ( 5.4) 4.885 (100) 

注:十勝畜産統計15)より作表

イロ， トレンチサイロ及びその他簡易サイロの見

直しが必要と思われる。

尿溜.堆肥場は前掲図 5，ζ示したとおりサイロ

より整備が遅れている。昭和40年代後半から統計

に現れたノてーンクリーナーはその後着実に増加し，

現在の普及率は55%で引き続き上昇している。前

掲図 4，と示した昭和51年(1976)以後の糞尿処

理作業時間の減少は，パーンクリーナーの普及に

基因したものと考えられる。

多頭化が進展し糞尿処理量が増大するに伴い，

労働面からは処理作業の単純化，環境保全の面か

らは衛生的な処理利用方式の必要性が高まり，従

来から本道iと定着している固液分離万式に代って

糞尿を混合処理する，いわゆる「スラリ一方式」

の採用事例が増加するようになった。まず，昭和

40年(1965)頃から十勝地方に導入され，次い

で根釧地方に，更にその他の地方に広まった口昭

和48年(1973)までの事例数は95例で，その82

多いが，昭和46年 (1971)までは強制流下式が

先行している口十勝，根室，釧路の3支庁管内i乙

F 艮ってみれば，昭和48年(1973)の6事例から

昭和51年(1976)は139事例に増加し，その内

訳はストーノレバーンが86%，フリーストーノレバー

ンが14労，ストールパーンでは57%が自然流下式

23) 
であった

その他牛舎の附属設備の状況をみると，飼槽は

ストーノレバーンでは一般的にコンクリート固定飼

槽が利用され，その型は高飼槽から掃き込みが容

易な低飼槽i乙変り，更に近年は給飼の機械化に伴

い通路にも兼用できる平飼槽が多くなり，ますま

す省力性が高められる構造に変ってきた。しかし

給飼については現在でも自動給飼機を有するもの

が7.4%ある反面，手押し一輪車によるものが34

必もある24L自動給飼機は，近年コンプリートフ

ィードシステムや個体識別給飼システムなど，新

しい飼養方式が採用されるようになって導入され

タぢが根室，十勝，網走l乙集中し，更にその45必が 始めた。コンプリートフィードに対してはミキサ

別海町，紋別市iζ集中しているように局地的に広 一(混合飼科撹伴機) ，オートフィーダー(混合

22) ー
がった 。表 81<:::不した処理方式別建設年次によ 飼料給飼機)及び両者を兼ねたミキサーフィーダ

ると，ストールパーンでは全体的に自然流下式が ーがある25}個体給飼に対してはマグネソト方式，

表8 スラリー処理施設の方式別建設年次〈ストール.パーン)

い々 1968(昭43)
1969(昭44) 1970 (昭45) 197 1 (昭46) 1972(昭47) 1973昭48) 'EコL 

以 前

強制流下式 3 2 8 1 0 4 5 3 2 

自然流下式 4 9 1 6 1 5 4 5 

直接 落下式 1 1 2 3 8 

機械搬 出式 1 l 

注:北海道酪農lとおける液状きゅう肥処理利用方式の実態と問題点22)より引用
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電子扉方式，トランスポンダ一方式，コンビュー

ター制御方式なと、がある261ミキサーフィーダー

は昭和56年 (1981)に十勝管内農家に最初に導

入され，昭和58年(1983) 9月現在同管内i乙79

台が導入されている27}また，最近ファームコン

ピューターの普及が目ざましく，十勝管内では昭

和59年 (1984)12月現在160台が使用されてい

る28~ 表 9 に道内農業者のコンピュータ一利用状
況を示したが，酪農家の利用が58.9%を占め，特

に十勝，宗谷i乙集中している。その利用目的は飼

ンチョンが主流であるo 本道は都府県よりその普

及率が高いといわれてきたが，放牧型酪農i乙適し

たためと思われる。しかし，繋留中の牛の行動が

強く規制されるため，一部ではタイストールやコ

ンフオートストーノレも使用されていたが，近年通

年舎飼が多くなるに従いその使用が増加している。

また，ストーノレバーンにおける牛体の汚れ対策と

して，昭和37年 (1962)頃からカウトレーナー

が普及し始め，現在ではスタンチョン式ストール

パーンのはとんどに利用されている。フリースト

料計算が51.6%で圧倒的に多い。-)レバーンにおいてもカウトレーナと同じ目的で

ストーノレバーンの繋留装置は着脱が容易なスタ ヘッドノてーやブリスケボードが利用されている。

表9 酪農家のコンビュータ一利用状況 (1985年10月，北海道)

石空上 後桧渡日
狩 知川志山島高

計 (比率)胆
振

十網
勝走

宗
谷

留釧
萌路

根
室

農業者I2 22 5 3 
o.t: 

154 22 57 8 9 27 1314 (100)ρ 

うち酪農 I 1 2 5 5 8 1 8 57 5 9 27 I 1 85 (58.9) 

注:農業関係分野lとおけるコンピュータ一利用実態調査結果29)より引用

4 施設及び管理技術の調査.研究

1 ) 牛舎 施設

牛舎施設には多額の投資を要するため，試験研

究機関で改良・開発する乙とが極めて困難な分野

であるだけに，従来から現地施設の追跡調査が主

体となり，なかなか決め手が得られないま、現在

一 30-33)に至っている白しかし， フリーノイーノ ，フリー

ストノレパン34-37) ウ ムスー トP ノ ー:/ ，ワオームλ フットノ可ーン

38，39) 
に関する調査報告は，各々の機関で先行的

i乙建設した施設を対象としたものだけに貴重な指

針を与えると共に，それらの施設は広く展示的な

効果を果した。現地施設を対象にした調査では，

ストーノレバーン， フリーノてーン， フリーストーノレ

ム 己 40)
ノイーンの 3様式の実感と開通点のお摘 ， 新酪事

;;.:it，-41) 
業による牛舎施設の概要，諸克 などが報告さ

れた。

飼養規模が拡大し牛舎が大型化，鉄骨化するに

従い，換気設計の不備による結露などが問題とな

り舎内環境iこ対する関心が高まった。前述のウォ

ームスラットノてーンの建設は環境問題とストレー

トに取り組んだ試みであり，関係者の大きな関心

を集めた。寒地における畜舎環境のあり方4R)断

熱換気牛舎の舎内環境4心，牛舎内環境のアンケー

ト調査44)スラリーの蹴と舎内環境45)などが

報告され，改善すべき問題点が次第に明らかにな

り，現地においても実際的な環境改善事例46--51)

が示された。基礎的な研究としては畜舎内NH3

濃度52，53)も検討され，換気の重要性がより一層

認識されるようになった口

畜舎の換気システムは自然換気と強制換気i乙大

別されるが，冬期の寒冷環境下においても簡易開

放牛舎で牛乳生産効率を高め得る乙とが示唆され

54) 
，実用規模の実験牛舎において換気方式の牛乳

生産性に及ぼす影響が検討された結果，自然換気

1，牛舎は断熱強制換気牛舎より飼料を増給する必要

はあるカえ乳量は換気方式で影響を受けない乙と

が示唆された55iまた，牛舎棟部を一定間隔で連
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56) J...~' n 'T''I1'11 .~ ，.>， -> 57) 続開放する棟換気方式 かPT型ノ¥ウス に

採り入れられてから道内各地に採用され，その効

.~ 58，59) 
果も報告され九

牛舎施設に対する乙れらの調査・研究結果が寒

冷地の牛舎システムに体系づけられることが最も

望ましいが，そのためには今後更に調査・研究の

累積が必要であろう。

75) 
も調べられた 。更に，最近新たに導入されたツ

インバキューム方式はライナーのクリーピングア

76) 
ップ防止に効果があり ，真空配管，牛乳配管の

77， 78) 
内径，配管勾配も真空度の安定iと影響する

などが明らかにされた。乙れらの研究は，主とし

て農業工学サイドの検討であり，今後コンピュー

ターによる搾乳の自動制御化の方向に研究が展開

こうした中で，昭和43年(1968)に北海道家 すると考えられるが，乳牛の泌乳生理との関連が

畜管理研究会が道の委託により，専門委員会を構 重要であり，畜産学サイドとの共同研究の進展が

成して作成した酪農経営施設設計図・設計指針り 期待される。

及び十勝農協連が酪農施設基準設定委員会を構成 機械搾乳装置を実際に導入する場合，飼育方式

して作成した十勝地方の酪農施設設計の手引き

61-64) 
は，その後の牛舎建設に多くの指針を与え

fこo

2) 搾乳施設.機械及び搾乳

ミルカー導入の当初，その使用にあたって器材

~ 65) 
の滅菌洗浄は不可欠である乙とが実証され九

しかし，一般農家の使用実態は洗浄，消毒，取扱

66) ー
いで正しいものが少く ，乳房炎発生との関連も

~67) 
指摘され九 。また パイプラインミルカーの衛

生状態も調べられ，パケットミルカー農家に比べ

て， ライナー， クロー， ミルクパイプの汚れと共

i乙生乳も汚染している乙とが指摘され，自動洗浄

のみでは清潔を保つことは不十分であり，定期的

~ 68，69) 
分解洗浄の必要性が強調された 。しかし，

搾乳方式と乳房炎の関係について， ミノレキングパ

ーラーでの搾乳はパケットミルカーの搾乳より新

70) 
たな乳房炎感染が少いことも報告されている

ミルカーの作動機能については，昭和35年

( 1960)頃から 2PSより 3PSが推奨され，

樽動数も従来のP77より P871C::高めたノ¥イドロパ

71-73) 
ルスミルカーも検討された 。パイプライン

ミノレカーの普及に伴い機種も多様化し，その仕様

特性を明らかにするため市販12機種(ハイライン

ず=..J.-...~ J._ 74) 
方式)の適正基準値か不された 。近年，ハイラ

イン方式より乳中体細胞数が少いといわれるロー

ライン方式が普及し，特定機種の性能と利用実態

や搾乳頭数i乙応じた選択が必要である。乙の場合，

乳牛管理労働の大半を占める搾乳作業D能率向上が

優先条件になるロそのため，作動台数と搾乳作業，

搾乳時間の関係79)，現地における搾乳作業能率の実

態と問題点80.81)及び搾乳能率に及ぼす要因82)，

じ十 83，84) ミルキンクツマーラーの搾乳育也半 ，回転式パ

85) 
ーラーでの搾乳所要時間 などが検討された。

1日の搾乳回数は乳量i乙影響を与えるが， ミル

カーが普及し始めた頃は通常3回搾乳が多く，そ

の後飼育規模が大きくなるに従い 2回搾乳に移行

した。 2回搾乳と 3回搾乳の景獲について泌乳段

階ごとに同一個体の左右乳区で体系的に調べられ

86-89) 
，搾乳回数は泌乳後期より初期において影

90) 
響の大きいことが明らかiこされた 。同時に搾乳

ョ...91-95) 
間隔，搾乳時刻の影響も検討された 。搾乳

96) 
は乳牛の泌乳リズム の面からも毎日定回数，

定間隔，定時刻iと行われることが望ましい杭搾

乳省力化の観点から週 1-----2回程度の搾乳休止の

可能性も検討され， 10--15kgの低乳量の場合は休

止による経済的損失がない乙とも報告されている
97-99) 

泌乳生理の面からは搾乳刺戟及び搾乳環境と泌

乳反応 100， lolj 乳房の乳汁貯溜構造102-104)~ ，
105) 

それが乳汁分泌i乙及す影響 等が検討されて

いる。また近年では乳量どとの標準搾乳時間設

106) 
定 ，機械探乳後の後搾り有無及び搾乳時間短
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107) 
縮の影響 など，搾乳作業改善のための指針が

示されている。これらは乳牛の搾乳性とも関連し，

これらの日内・日間変動 108)，産次間変動 109)， 

乳期の影響 110)の検討と共に搾乳性を表す指標が

検討された III-114Lこれらの搾乳性指標は既述

の標準搾乳時開設定106，115)に採り入れられて

いる。また，日常作業下の生群における搾乳性の

検討116) 真空圧，博動数等の作動条件が異なる

場合の影響 117~J ど，実際の場に即じた研究も行
われた。

昭和47年(1972)から 5年間，農林水産技術

会議の特別研究として搾乳作業の省力化に関する

研究が実施され，本道からは北海道農試が加わり，

乳房清拭作業合理化として乳房洗停事Ij戟タ果とそ

の判定法及び.高圧水噴射式乳房洗浄刺戟機の試作

とその適合性試験カ巧子われ，研究成果として報告

118) 
さ才Lている 。

3) 給飼施設.機械及び給飼法

サイロに関する研究は帯広畜産大学，十勝農試

を中心に施設型サイロの側圧，排汁，沈下，断熱

rm 119) 
など工学サイドによる基礎的な研九 と共i乙，

畜産サイドではヒ、ニール水蓋による密封加重法121)
121， 122) ビニーノレバキュームサイロ など，ヒニー

ルを活用した研究が行われた。サイロとサイレー

ジ調製及び品質の関係については，塔型，スタッ

ク， ピ、ニールバキュームの比較 123J 現地の大型

サイロによるコンクリートブロック，スチーノレ，

F R P，パンカーの比較 124)，が行われた。特

i乙後者はサイロ型式と発酵品質l乙差はないが，

どのようなサイロでも外気温が高い夏期i乙品質が

劣化して 2次発酵を起す条件をもっている， と指

摘している。また，気密サイロの気相状態，サイ

レージ品質に及す詰込み，取出し条件の影響も検

~ 125) 
討され九

本道においてはどのようなサイロでも冬期のサ

126) 
イレージ漸吉の問題がある • 0 そのため，サイ

119) 
ロ構造の面からは断熱サイロ ， 飼養管理の面

からは凍結サイレージを給与した場合の影響127，128)

も検討された。

給飼装置，機械に関する面では，多頭化が進展

し始めた昭和40年代1<:，自動給飼が乳量，乳質及

129-131) 
び作業時聞に及す影響 が報告された。そ

の後乙の種の報告は途絶えるが，混合飼料給与が

採り入れられるようになった昭和50年代後半から，

包~1+17K" 132) 自走式給飼車の性色調査 ， とうもろ乙しサイ
133) 

レージの自動給飼機利用方式の実態調査 が行

われ，更に、電子制御式個体識別給与装置に対す

る乳牛の行動及び産乳に及す影響134，135)，最近でミ

はマイクロコンピューター制御による自動給飼装

136) 
置 などが検討させるようになった。

給水装置については，産乳効果はなかったが既

設のウォーターカップを活用した恒温給湯装置の

137) 
利用効果 ，省エネルギ一対策として今後の活

用が期待できる太陽熱給湯システムの搾乳施設へ

138) 
の利用 が検討されている。

給飼法については，近年コンプリードフィード

139-142) 
対する関心が高まり，全飼料配合給与法 ， 

とうもろ乙しサイレージを主体とした混合飼料給

143-145) 7' J.I--，.，.. ，1，-_j.--I-"7 tl=tÚ!'I.~El L'，.CT-rl.6. 146) 与法 ，子牛i乙対する飼料混合割合

どが検討されている。乙れらは高生産を得るに必

要な飼料を選り好みなく大量に摂取させるための

自由採食飼養が技術の前提になっているが，給飼

147-152) -'lAtl=tI3E1I7E 153) I，Atl=tn+.I3E1 154) 
回数 ，給飼間隔 ，給飼時間 ， 飼

料性状と採食速度 155-157)など，乙れまでに積み

重ねられた多くの知見がその基礎にある乙とはし 1

うまでもない。特に，牛の摂食行動iζ関する一連

内 140，158-167)，-1- A~. ー
の研九 は，寸伎の乳牛高位生産技術

i乙対する効率的な給飼方式及び給飼施設を検討す

る上で有力な情報となる。

4) 糞尿処理

牛舎内における糞尿処理作業はパーンクリーナ

ーの導入により著るしく軽減されたが，乙れに関

nu 
円
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する研究は極めて少ない。しかし，近年になって

168) 
市販23機種の仕様，構造，強度が検定され ， 

選択導入上の参考となるデータが示された。その

169) 
ほか，スタンチョン繋留時の糞尿落下位置

ノてーンクリーナーと自然流下式の糞尿処理時間の

六 170) -1-U-:lIJI."*， F?.E!. /T".+R-e::r 171) 比恥 ，排准糞尿量の推定 なども糞尿取扱

い作業の軽減に役立つた。カウトレーナーの使用

1 72) -h n __，. _ _ k IT¥ iIîi-r~1 :f.-~ EB 173， 174) 効果 ，カウマットの敷料効果 ， は糞

尿による牛体汚染防止と敷料の節約を目的とした

ものでありp 特にs カウトレーナーの成果はその

普及に大きく貢献した。

スラリー式糞尿処理施設の導入に伴って，その

22 実態調査が昭和48年(1973)から実施され

175) 
，利用実態と問題点が明らかにされると共に，

自然流下式糞尿溝は，耐寒構造の牛舎で糞尿溝を

深くし，使用水量を少くすれば本道にも適用でき

る乙とが示された。また スラリーストアーの利

176) 
用実態と問題点も調査され ，凍結iζ対しては

1回の投入量が30cm以上で、あれば少く，スカムの

発生に対しては 1日1時間の曝気撹持(昼間〉で

防止できることが示された。なお，近年はスラリ

ーの送り込みを底部から圧送する方式が採り入れ

られるようになり，その問題もほ Y解消されてい

る。

5) 育成

( 1) 育成慣行技術の実態調査

農林水産技術会議は，昭和37年度(1962)指

定研究課題として乳用子牛育成の慣行技術調査を

採り上げ，本道においても全国統一様式により十

勝，根室，釘11路を対象i乙新得畜試，道立農試根室

177-179) 
支場が調査を実施した。 。それまで全く

明らかでなかった実態と問題点が浮きぼりにされ，

その後の育成技術改善に大きな指針となった。特

i乙，改善を指摘された主な技術は，早期離乳の普

及定着，濃厚飼料及び良質粗飼料の早期給与，晴

乳器の使用指導と晴乳回数の改善，寒冷期飼養法

の改善等であったo i 

その10年後の育成技術の実態について@道内酪

180k 、'.=++/'-1'-=;;1+1"*181) 
農家の意識調査 匁ひ慣行技術調査 が北海

道農試によって行われ，早期離乳方式は基本技術

としては確立されているが，現地では10年前より

や、改善された程度で，普及の段階で末だ多くの

問題がある，と指摘した。

更にその 5年後，十勝農協連においても前 2回

の実態調査後の技術の進歩と浸透状況を調査した

182) 
。その結果，全般的i乙15年前と大きな変化は

なく，代用乳を脱脂乳の代替物と誤認し，人工乳

の正しい利用カ羽〉く，衛生環境対策もなおざりで

大きな危倶を感じる，等が指摘された。そのほか

にも紋別市における育成牛の飼養実態が調査され

183) 
ている 。

(2) 晴育技術

代用乳(全乳)，人工乳を用いた早期離乳育成

法は，前述の育成慣行技術調査 177-179)を受

けて，昭和38年(1963)頃から国・公立試験研

究機関で全国的に開始された。本道ではそれ以前

iと北大，帯畜大で子牛の消化能力や反拐胃発達及

び栄養素の利用性など子牛の栄養に関する基礎的
百 ノー 184) 

な研究が長年にわたりh広く汀われ ，晴育飼

酔 185-187)
料についてもカーフミールによる晴育試仰験i

187 189) 
リプレサー，スターターによる育成試験

190 191) 
放牧による早期離乳試験 も行われており，

それらの知見・技術を基礎に早期離乳による晴育

192) 
技術の実用化が検討され， 7週令離乳法 ，晴

、193-196) l--T-I+Jiltl 1T\_~:--C.i!!!! ÆF1977 198) 育飼料の比転 ，代用乳の適正濃度

199) 
晴育方法と増体効果 ，全乳による早期離乳方

200) 
式 など多くの成果が報告された。その後暗

育飼料，離乳飼料の品質向上及び給与方法の改善

等により 6週令離乳が可能となり，更に 3""'4週

~ 184) 
令離乳も試みられるようになっ九

晴乳回数は一般的i乙1日2回が定着している均え

.201-203) 
1日1回晴乳 ，更には， 1日1回の低温

204) 
・定量晴乳及び l週 1日晴乳休止 について
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も検討された。しかし， 1回晴乳は離乳日令を45

日令から35日令への短縮は若干支障がありそうで
201) 

ある 。

晴乳器具，晴乳方法の研究も古くから行われfこ。

ニッフ。ル式晴乳ノてケツは昭和27年(1952)頃か

ら使われているが，帯畜大ではその頃ストロ一式

晴乳器を開発し，更に昭和37年(1962)には試

205) 
験用の自動晴乳器も試作し ， いずれもバケツ

206) 
晴乳より飼料効率を高めたと報告している

一方，ニップル式，ストロ一式，バケツ式ガブ飲

みについて吸飲時間，下痢発生回数を比較した結

~ 207) 果，ガブ飲みでも支障ない乙とが報告さが九

また， 自動晴乳装置を用いた集団晴育時の子牛の

古 209) L'>..n11 -tEr=J:Irt;l?;-;:6; 210) 
行動と発円 ，全乳集団晴育 ， 乳母牛晴育
211) 

など晴乳を省力化するための検討も行われたD

昭和40年代後半から大規模集団晴育施設が道内

各地に出現すると共に，呼吸器や消化器疾患によ

る子牛の損粍が大きな問題となり，初生子牛の母

子免疫に対する関心が高まり，初乳による子牛の

免疫グロプリン受動機構に関する多くの研究が行

.. 212-220) 
われ九 日その結果，初乳給与は不可欠で

あり，出生後 l 回目を 2~4 時間以内i乙， 2回目

を8時間以内iζ各々 1kg程度給与しなければなら

ない乙とが明らかになった。出生直後の子牛の晴

221，222) 
乳行動観察 も初乳の摂取状況を知る上で

貴重な情報となった。

また，初乳を貯蔵し晴育飼料として有効に利用

するための研究も集中的に行われ 223-229J 夏期

でも約 2週間，他の時期で、も40日間は貯蔵可能で，

常乳より栄養価も高く経済的であり，子牛への障

害もなく，有効な晴乳飼料として使用できること

が確かめられた。

晴乳期の子牛をより健康的に育成する方法とし

子牛は冬期寒冷環境下においても屋外の新鮮な空

気のもとで個別に飼育されることにより，発育iと

も支障なく，呼吸器疾患等の疾病発生を大幅に軽

減し，育成率の向上に役立つ乙とが認められ，昭

249) 
和57年度(1982)に普及奨励技術となり ， 

農林水産技術会議における昭和58年度(1983) 
:: 230) ー

の実用化技術 にも採択されたロカーフハッチ

250) 
の現地における利用状況調査 によると，試験

研究とは別に農家の自主的導入もあり，早くは昭

和52年(1977)の導入も見られる。その後， ホ

クレン等による指導もあり，現地で急速に普及し

っ、あるが冬期の管理作業に難点も見られ，より

一層の普及定着にはなお改善の余地が残されてい

る。なお，カーフハッチ後の育成施設としてスー

ノマーハッチの検討も進められている 2500

(3) 離乳後の育成技術

子牛は生後日令が進むに従い，液状飼料の摂取

速度が早まると共に人工乳摂取量も増加し 252)，

2日)
反弱行動も高まり ，更に離乳によって濃厚飼

料の採食速度が早くなり 2印刷料の採食活動

も活発になるO そのため，離乳後の粗飼料品質

194) *R ，ll3*~I/T..，.l:~cP:Tl. 7 1:'.ìlllÌlEî.;:)=rú<， 1 ~~，，^"'d. FR 195 ，粗飼料の構成及び濃厚飼料の補給効果
196， 255-257) 

など粗飼料主体をねらいとした育成

法が検討された。また，早期放牧育成法も検討さ

れ，子牛の消化生理面の基礎的研究 258-260)と共

に 1 ~ 2か月令の早期離乳後からの放牧開ぽ61)

ム 262，263)60~70日令からの昼夜放牧 が可能となっ

た。乙の場合，濃厚飼料の補給，避難舎が必要で
263) 

あり あえて濃厚飼料無給与とする場合は集約

的輪換放牧が必要とされた 264)。

昭和40年(1965)より，酪農経営の育成部門

の省力化，低コスト化を目的とした公共草地によ

る乳用牛預託集団育成事業が発足し，昭和60年

て， 1973年頃から米国やカナダで実用化されて ( 1985)には道内に382か所の公共育成牧場及

いるカーフハッチが昭和52年 (1977)，ζ本道に び‘大規模草地が設置されているD 昭利45年(1970)
へ230)

紹介 されたのを機に，その適用性の検討が各 から道内試験研究機関によって実態調査が行わ科

研究機関で集中的に実施された 231-248)その結果t 草地利用管理技術，育成牛飼養管理技術が体系的
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に整理され，大規模草地の利用管理技術指針が示

265) 
された 。その後，預託育成牛の発育状況も調

べられ，発育の遅れ，草地の維持管理，越冬飼料

の確保，育成コストの低減等，今後改善を要する

266) 
問題が示されている 。

その対応策の 1つとして，飼養条件が不利な冬

期に越冬飼料を節約して発育を多少抑制し，放牧

期i乙発育の遅れをとり戻すという，いわゆる「代

償性成長」を活用した経済的育成法が検討された

267-276Lこのように成長期の低栄養による発育

抑制が，その後の生産性にどのような影響がある

のか検討の余地は残っているが，既に，北海道農

試において双子20組を用いて育成期の成長を変え，

15か月令同時交配，体重300kg同時交配により受

胎させた場合の生産性を比較検討した結果，成長

を抑制した育成方式でも特に影響なく飼料費を節

約できる乙とを報告し 277-282)最近における乳

牛育成飼養述を再検討する必要がある，と提起し

ている 283)。

6) 繁 殖

これまでに，酪農の生産性向上i乙最も貢献した

技術要因の 1つは，乳牛改良・増殖を支えた人工

授精と精液の凍結保存であろう。本道における人

工授精の本格的な普及は戦後であり(昭和25年の

普及率44%)，昭和40年(1965)に液体窒素に

よる凍結保存が旭川で実用化されてから全道的に

使用されるようになり，人工授精率を急速に向上

させた。昭和47年(1972)には凍結精液利用率

28心
は100%IC達している 。更に，近年は受精卵

移殖に発展しているが，本道では昭和53年(1978)

i乙農水省日高種畜牧場で、実用に着手して以来，急

速に実用化が進展している。

しかし，乙れら技術の基本として発情発見，分

娩管理等，日常の繁殖管理技術がその成否に大き

く関わっていることに変わりはなし'0そのため，

一砕 286) 
を始めとし，発情期の行動様式 ，ァー

287) 呈

ンティンゲ法 ， などが検刊され，また，分娩

管理では分娩時刻を予察するためオキシ卜シンの

288) 、一~\'Ii-h289， 290) 
応用 ，分娩日及ひその前後の体位主動

が検討された。更に，より的確な分娩予察法とし

てワイヤレス分娩報矢暗号も試作され，実用性が確

かめられた。2911最近では，分娩時刻を昼間i乙片

寄らせるため，牛群の分娩時刻とその変動要因

292，293) 
をもとに，給飼時刻と分娩時刻の関係が

調べられ，給飼時刻の操作によってそれがある程

294，295) 度可能になる乙とが示唆されている 。

7) 行動及び群管理

頭数樹莫が拡大するに伴い飼育管理の省力化は

着実に進展したが，近年，生産の高位化，効率化

i乙対する要求が一段と強まり，群管理方式i乙対す

る関心が高まってきた。北海道家畜管理研究会に

おいても昭和59年(1984) 12月，これに関する

研究会が開催され，群管理i乙対する認識がより新

たになった。

効果的な群管理技術を確立するためには，群と

しての社会構造と，それを形成する牛の群行動の

反応機序を把握した上で生産効率との関係を検討

296) 
する必要がある ，という。従来，乙の分野の

検討はかなり遅れてはいるが，乳牛の行動に関し

=~297) 
ては既i乙総説 され，牛全般についても舎飼時

298) +J..Ji.J-.. n+ /T'>/'=~ 299) 
の行動 ，放牧時のイ丁動 が解説されている。

また，放し飼し1施設におかれた乳牛の行動及び序

列300-3叫休息施設と横臥姿勢 307-3叫搾乳

ムゼ 311-313)
室内への侵入順位及び待機場内の動ι

314 316) 
搾乳室内の排世行動 ，牛舎移転時の行動

317) 
反応 ，フリーストールパーンにおける各施設の

35) --7 1 ，. .~ 'aa-l-mu' 36) 利用状況 ，ストーノレの選択d性 及びボス牛行

37) 、ι318，
動の影響 ，牛床構氾及び宅敷料の・汚れと行動，

319) "..d..<l:=1 --. ~O --. L -Io;;;~-=~ 320) ，給飼スペースと玩食行動 ，発情時の乗

駕高と最低許容天井高 32th:ど，実際面での行動

適確な発情発見の方法として発情時の体温変動 285) 調査が数多く行われてきた。一方，昭和 50年
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( 1975)頃からは群行動，群管理i乙関する基礎

的な面の研究も始められ，運動場における群行動

の形成322.323)群飼ロット及び放牧における l頭

324-327) 
当り適正面積の検討 ，群の社会構造と群

飼密度 328ーおり更には放牧管理技術の行動学的

検討 331)などが既に報告されている。今後，乙の

分野の研究が生産性向上に結びつく施設や管理技

術に直接生かされる方向に展開する乙とを期待し

?こいロ

おわりに

本道の酪農技術水準が乙乙までに至った.のは，

直接的には酪農家及び関係指導機関の努力に負う

と乙ろが多いと思われるが，大学及び研究機関等

による技術情報の蓄積，提供も高く評価されよう。

しかし，その中には経営の場i乙生かされていない

知見や技術カ激多くある乙とも否定できない。特

i乙，管理技術は施設・機械と密接な関係があり，

文

従来，ともすれば追証的又は部分的な研究i乙留っ

ていた分野であるだけに，最近強調されている産

.学・官共同或いは畜・工共同による体系的な技

術開発研究の推進が望まれる。

今回取り上げた乳牛管理技術には，飼料調製，

飼養，衛生等の関連まで触れるに至らなかった。

また，当初ねらいとした現地の施設や技術の実態

と研究とのつなぎ方も不十分であり，各々の部門

の研究業績の検索にも多くの逸脱があるなど，関

係者には不満が残るまとめ方になったことをお詫

びする。

なお，施設・装備の現地における実態を示す統

計資料が之しく，部分的資料の引用i乙留まった。

今後乙れらの情報も農林統計，畜産統計等iと盛り

乙まれる必要性のある乙とが痛感させられた。乙

うした中で，今回貴重な資料を提供していただい

た十勝農協連畜産経営課，西部潤氏，道・農業改

良課，土屋馨氏i乙謝意を表する。
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